
神戈陵を渡る風２
令和４年度 川辺高校 校長通信 第０５６号(通算) 令和４年５月２７日(金)発行
５月も残すところあと数日。間もなく６月。和名では，水無月（みなづき），葵月（あおいづき），風

待月（かぜまちづき），常夏月（とこなつづき）等と言われます。この時期は、「湿度が高くて苦手」
という人も多いと思いますが，この「湿気」があるからこそ，ホタル観賞が楽しめるのを知っていまし
たか？ 鮮やかな色彩の紫陽花(あじさい)が見られるのも，この季節です。晴れの日は晴れを，雨
の日は雨を楽しむ。こうありたいものですね。

校 長 散 策 ２
鹿児島には３ヶ所，可愛(えの)山稜，吾平(あいら)
山上陵，高屋(たかや)山上陵が神代三稜として
明治７年(1874)に指定されています。
旧制川辺中学校時代の本校校歌の冒頭は，
「高千穂(たかちほ)笠沙(かささ)神代(かみよ)より‥」と
始まります。これは，南薩に残る神話を表した
表現で，この神代三稜は，初代天皇である神
武(ｼﾞﾝﾑ)天皇の曾祖父であるニニギノミコト
のお墓(陵：ﾐｻｻｷﾞ)が薩摩川内市の可愛山
稜，祖父のホオリノミコトいわゆる山幸彦のお
墓(陵)が霧島市の高屋山上陵，父のウガヤフ
キアエズのお墓が鹿屋市の吾平山上陵(陵)
ということになり，宮内庁が公認する「神」のお
墓(陵)となります。鹿児島には，多くの神話が
残っています。こうやって，神話の舞台を訪ねて
みるのも楽しいものです。

私は，昨年末から，この神代三山稜巡りを行っ
ており，５月４日に，初めて吾平(あいら)山上陵を
お参りしてきました。新緑のなか，5月の風がと
てもすがすがしく，リフレッシュできました。

な ぎ な た 部 激 励
令和４年５月９日(月)

以前より，本校卒業生の中薗幸男様からなぎ
なた部に対して活動支援を頂いております。今
回も過分なるご支援をありがとうございます。



春の地区大会の様子
令和４年５月１０日(火)・１１日(水)

野球部

弓道部

テニス部

卓球部

今回の地区大会は，フォートタツノ様に撮影協
力をお願いしました。(撮影時間帯の都合で全
チームではありませんので，あしからず)

全 校 朝 礼 で 教 育 実 習 生 紹 介
令和４年５月２３日(月)

當房夢佳先生
と う ぼ う ゆ め か

(金峰中出身，なぎなた部)
国際武道大学４年

実習期間：5/16～6/3

な ぎ な た 部 イ ン タ ー ハ イ 出 場 決 定
令和４年5月21日(土)


